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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 管理日誌は日時や勤務が入力してあるかを確認してから印刷、回覧してください。

· 塚本　勝昭様～家族より面談希望あり、12月28日9時から面談希望していましたが、午後3時30分川端Ｄｒが都合よいとの事で家族へ電話し確認して見ます。

　　　　　　　　　面会は、診察結果で検討するとの事です。

· 松田　富雄様～排便3日なく、腹痛あり。浣腸の指示あるが、拒否した場合は無理しなくて

　　　　　　　　も良いとの事です。また、貧血ある為消化管出血の疑いあり、糞便潜血反応、

　　　　　　　虫卵検査の指示あり。排便時は採取してください。

· 向山　忠義様～内科Ｄｒより、経口摂取していっても良いのではないかとの指示があり、

経口摂取は水、ゼリーなどから始め、主治医・内科Ｄｒと確認しながら徐々

　　　　に開始していきましょう。食事の開始は来年度を目途に進めて行く。嚥下状態の観察、感染兆候はないか観察していく。

＜隔離室使用患者様について＞

塚本　勝昭様～昨日、「家に電話したい。」と要求あり。電話制限ある事説明すると、スタッフに対し易怒的となる事あり。現在私物要求に関しては頻度減少傾向にあるものの、スタッフにより要求内容を変える事がある。現在の状態では私物渡せないこと、病状が落ち着けば徐々に制限も解除されて行く事を伝え、一貫した態度で接していきましょう。状態により時間退室も検討していく。

　　　　　　　本日「妻が自殺する夢を見た。」と話すことあり、自殺企図の危険性が考えられる為、注意していく。飲水量は1日1500ｍｌで守られている。容器に必要量入れ、飲水時毎にコップに入れ渡していく。残量を見える位置に置き、自ら確認出来る様にし引き続き管理していく。

畑中　成夫様～昨日は午前中３０分退室し、午後は東病棟のクリスマス会にも参加しくじを引く事が出来た。また、スタッフ2名が付き添い、クラッカーを引いたり、ケーキを食べるなどする事が出来た。本日は、クリスマス会について、「ケーキ美味しかった。」と言うものの、「くじ引きは覚えてない。」と話している。

他患者様が大声を出す事あっても「気にならない。」と刺激にはなっていない様子があり、衝動行為もない。

　　　　　　　　右大腿転子部の褥創は壊死組織の剥離が起き始めている。体位変換の声掛け、栄養状態の観察、皮膚の清潔面での援助をしていく。

＜川端Ｄｒのケースカンファレンス＞

佐々木　康子様～表情、言動に切迫感なく、衝動行為はない。「東Ｂ、西に行きたい。」「喫煙時間を増やして欲しい。」との訴えあり。喫煙要求も強いです。喫煙は、初め自己管理して頂き、様子を見て多いのであれば一日に何本か決めていく必要があります。切迫した様子画見られない為、近日、東Ａユニットから東Ｂユニットへ転棟する事を検討していきましょう。

砂葉　良子様～状態は変わらず経過している。退院については家族と連絡つき次第検討していく。

鳴瀬　裕之様～昨日は大声を出す事や壁を蹴る行為見られ、易怒的となっていたが、本日は服薬時「薬が合わない。」と言う事あるが徘徊、独語目立たず大声を出す事もない。

山下　拓也様～喀痰検査結果により細菌感染があるため抗生剤処方となっている。うがい、手洗い行なってもらい、スタッフも感染防止に努めていく。

＜措置入院患者様＞

西川　和恵様～クリスマス会では、更衣に拒否あり、また演劇などは席に座っている事出来ず、通路で立って鑑賞していた。最近の状態としては、リップクリームを塗る時や歯磨きなど、気分の変動によりやる時とやらない時がある。自ら行なえる様声掛けしていく。

田中　秀昌様～OT参加時は簡単なものなら作成する事が出来るためSSTではどうか、主治医と検討したところSST導入となっている。

＜クリスマス会反省＞

・スタッフの演劇も、患者様のカラオケも良かった。患者様が進んで参加されていたのが良かっ

た。

・Ｃユニットの患者様が全員参加出来たのが良かった。

・他病棟からの応援があって助かった。

・いつもはじっとしていられない患者様が最後まで見る事が出来た為良かった。

・なごやかな雰囲気になれたのが良かった。

・隔離室の患者様（畑中様）が、一部だがクリスマス夕食会に参加出来てよかった。













